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市
で
は
、
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
」
ま
た
は
「
八
潮
市
商
工
会
特
定
退
職

金
共
済
制
度
」
に
新
規
加
入
し
た
事
業
者

に
、
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

N
市
内
の
事
業
者
で
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方 

●
事
業
を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と 

●
従
業
員
が
５０
人
以
下
で
あ
る
こ
と 

●
補
助
金
交
付
申
請
時
に
納
期
が
き
た
市

税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と 

補
助
期
間
　
新
規
加
入
契
約
月
か
ら
２４
カ

月
間 

補
助
対
象
経
費
　
平
成
２２
年
１
月
（
ま
た

は
加
入
月
）
か
ら
１２
月
（
ま
た
は
補
助
期

間
満
了
月
）
ま
で
に
支
払
っ
た
掛
金
で
補

助
期
間
内
の
も
の 

補
助
額
　
加
入
者
が
５
人
ま
で
の
事
業
所

は
掛
金
の
３０
パ
ー
セ
ン
ト
、
６
人
か
ら
５０

人
ま
で
の
事
業
所
は
掛
金
の
２０
パ
ー
セ
ン

ト
（
た
だ
し
、
掛
金
は
月
額
５
０
０
０
円

を
限
度
と
し
て
計
算
） 

M
平
成
２３
年
１
月
１１
日
か
ら
２５
日
ま
で
に

商
工
観
光
課
（
蕁
A
３
３
６
）
へ 

   

　
物
品
等
業
種
（
土
木
施
設
維
持
管
理
業

務
を
除
く
）
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す
。 

登
録
期
間
　
平
成
２３
年
４
月
１
日
〜
平
成

２５
年
３
月
３１
日 

M
平
成
２３
年
１
月
６
日
か
ら
２０
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
郵
送
で
財
政
課
物
品
契

約
担
当
へ 

※
申
請
の
手
引
き
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土

木
施
設
維
持
管
理
業
務
の
申
請
と
は
別
に
、 

申
請
が
必
要
で
す
。 

J
財
政
課
蕁
A
４
４
５ 

   

提
出
要
領
　
組
合
総
務
課
で
配
布
。
ま
た

は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 

M
必
要
書
類
を
添
え
て
、
平
成
２３
年
１
月

５
日
か
ら
２０
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

郵
送
で
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
総
務
課
（
蕁

９６６
・
０
１
２
２
、
〒
３４３
―
０
０
１
１
越
谷

市
増
林
３
―
２
―
１
）
へ 

   

　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
解
決
の
た

め
、
「
拉
致
は
許
さ
な
い
」
と
い
う
市
民

の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
声
が
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
週
間
を
機
に
拉
致

問
題
へ
の
関
心
を
一
層
高
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

J
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
８
１
１ 

  

―
埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定
に
つ
い
て
― 

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
が
平
成
２２
年
１０
月
１６

日
か
ら
時
間
額
７５０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て
は
別
途

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。 

J
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
蕁
０４８
・
６００
・
６
２

０
５ 

  

Q
１２
月
１７
日
貊
　
午
後
１
時
〜
４
時 

L
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民

ホ
ー
ル 

N
平
成
２３
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
を
卒
業
見
込
み
か
、
卒
業
後
３
年
以

内
の
方 

O
参
加
企
業
約
３０
社
の
入
退
場
自
由
の
面

接
会
。
参
加
企
業
一
覧
を
配
布 

K
履
歴
書
複
数 

J
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
蕁
０４８
・
６４７
・

４
１
８
５ 

   

N
県
内
の
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
就

業
し
て
い
る
調
理
師
の
方 

M
平
成
２２
年
１２
月
３１
日
現
在
の
氏
名
、
免

許
番
号
、
従
事
す
る
施
設
名
な
ど
を
指
定

様
式
に
記
入
の
う
え
、
平
成
２３
年
１
月
１５

日
ま
で
に
埼
玉
県
調
理
師
会
へ 

J
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
蕁
０４８
・
８３０
・
３

５
８
５
、
埼
玉
県
調
理
師
会
蕁
０４８
・
８６２
・

６
４
４
３ 

       

　
天
体
望
遠
鏡
で
冬
の
星
座
と
木
星
、
天

王
星
を
見
ま
せ
ん
か
！ 

Q
平
成
２３
年
２
月
５
日
貍
　
午
後
６
時
３０

分
〜
８
時
３０
分 

L
八
條
公
民
館
会
議
室
１
・
駐
車
場 

O
冬
の
星
座
の
話
、
皆
既
日
食
の
ス
ラ
イ

ド
お
よ
び
ビ
デ
オ
上
映
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
鑑
賞
、
屋
外
で
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る
観

察
な
ど 

R
３０
組
（
申
込
順
、
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
） 

P
無
料 

M
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
（
蕁

９９５
・
６
２
１
６
※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
へ 

  

　
自
分
だ
け
の
羽
子
板
を
作
っ
て
、
遊
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。 

Q
１２
月
２５
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

L
資
料
館 

N
小
学
生
以
上
の
方 

K
絵
の
具
な
ど
彩
色
を
施
せ
る
も
の
、
動

き
や
す
い
服
装
、
エ
プ
ロ
ン 

R
２０
人
（
申
込
順
）
※
参
加
者
以
外
の
方

の
入
室
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

P
２００
円
（
材
料
費
） 

M
１２
月
２１
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ 

   

Q
①
平
成
２３
年
１
月
１０
日
豢
　
午
前
９
時

３０
分
〜
正
午
②
３
月
６
日
豸
　
午
前
９
時

３０
分
〜
正
午
③
６
月
５
日
豸
　
午
後
１
時

〜
４
時
３０
分
（
③
は
予
定
） 

L
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂 

N
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生 

O
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
の
講
義
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実

習
な
ど
※
第
１
期
に
３
回
出
席
し
た
方
は
、

平
成
２３
年
８
月
開
催
予
定
の
第
２
期
宿
泊

研
修
会
に
参
加
で
き
ま
す
。 

K
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
、

運
動
で
き
る
服
装
（
ズ
ボ
ン
着
用
）
な
ど 

R
３０
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

P
無
料 

M
１２
月
２２
日
ま
で
に
、
社
会
教
育
課
（
蕁

A
３
６
５
）
へ 

  

Q
平
成
２３
年
１
月
１８
日
〜
２
月
２２
日
（
毎

週
火
曜
日
・
全
６
回
）
　
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
３０
分 

L
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ 

N
市
内
在
住
・
在
勤
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方 

K
筆
記
用
具 

R
１５
人
（
八
潮
市
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
証
の
交
付
を
受
け
た
方
を
優
先
、

そ
の
他
の
身
体
障
が
い
者
の
方
は
申
込
順
） 

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止 

P
無
料 

M
１２
月
２８
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

（
蕁
９９７
・
８
５
５
３
蕭
９９５
・
５
２
８
７
）へ   

   

Q
平
成
２３
年
１
月
６
日
貅
〜
２
月
２８
日
豺 

O
小
松
菜
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
の
参
加
店
（
の

ぼ
り
旗
が
目
印
）
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
開
催
。
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま

す
。 

J
八
潮
市
商
工
会
蕁
９９６
・
１
９
２
６ 

 

カ
ラ
オ
ケ
教
室
 

体
験
講
座
「
羽
子
板
作
り
」
 

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
 

養
成
研
修
会（
第
１
期
） 

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
 

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
入
札（
見
積
り
） 

参
加
資
格
審
査
の
受
け
付
け
 

拉
致
問
題
を
考
え
る
週
間
 

〈
１２
月
１０
日
〜
１６
日
〉 

物
品
等
業
種
の
競
争
入
札
参
加
 

資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け
 

調
理
師
の
方
は
調
理
業
務
従
 

事
者
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
！
 

第
３
次
求
人
企
業
合
同
面
接
会
 

天
体
観
察
会
 

草
加
市
・
八
潮
市
・
三
郷
市
 

「
小
松
菜
グ
ル
メ
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
 

人　権　そ　れ　は　愛 

「ほんとうは食べたいよ。でもね…」 

「八潮市生産緑地地区の追加指定」 
について意見を募集します 

　私たちの周りでは、卵、乳製品、小麦など特定の物を食べて、じんましん、腹痛、せき込み
などを発症する食物アレルギーの子どもが増加しています。最近の調査によると、約１０パー
セントの乳児に食物アレルギーがあるといわれています。多くは、小学校入学前までにその
食物を食べられるようになりますが、中には、小学生になっても、ごく微量の成分で血圧低下、
呼吸困難、意識喪失など、非常に危険な症状をおこす子どももいます。 
　このような場合、ほとんどの子どもは原因となる食物を除去し、おもに自宅で慎重に調理し
たものだけを食べています。 
　食物アレルギーの怖さを知らない大人たちの中には、「好き嫌いの一種だ、わがままなだ
けだ」と言ったり、「慣れれば大丈夫だ」と言って無理に食べさせようとする人もいます。また、
子ども同士の単なる悪ふざけで、食べられない物を無理に食べさせようとすることもあります。 
　誤って原因食物を食べたときの危険性を伝えると、食事の提供を拒否されたり、宿泊行
事などへの参加や幼稚園などの入園を断られたりする例もあり、非常につらい思いをしてい
ます。 
　今後も、アレルギーを持つ人は増えていくと考えられています。病気のことを周りの私たち
が正しく理解し、サポートしていく必要があるのではないでしょうか。 
 
 

J人権・男女共同参画課蕁B８１１、社会教育課蕁B３５７ 

　市では、市街化区域内農地を計画的に保全し、良好な都市環境の
形成に役立てるため、生産緑地法に基づく生産緑地地区の追加指
定を予定しています。そこで、八潮市生産緑地地区の追加指定に関
する基本方針（素案）および八潮市生産緑地地区追加指定基準（素
案）について、皆さんの意見を募集します。 
 
《（素案）の公表》 
　市役所（都市デザイン課、８４０情報資料コーナー）、駅前出張所、八
幡図書館、八條図書館、資料館、ゆまにて、文化スポーツセンター、やし
お生涯楽習館および市のホームページでご覧いただけます。 
 
《意見募集》 
Q平成２３年１月１１日貂まで 
N市内在住・在勤の方、市内に土地を所有の方 
 
《提出方法》 
　「八潮市生産緑地地区の追加指定に関する意見」と明記し、住所・
氏名を記入のうえ、窓口、郵送、ファックス（蕭９９７－７６６９）、電子メール 
（t-koenryokuchi@city.yashio.lg.jp）で都市デザイン課へ 
 
J都市デザイン課蕁B３２１ 

１２月４日から１０日までは、「人権尊重社会を目指す県民運動強調週間」です。 
（国では、世界人権宣言が国際連合総会で採択された１９４８年１２月１０日を記念して、
毎年１２月４日から１０日までを人権週間と定めています。） 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
制
度
 


